
東京地本募集相談員連絡協議会が部隊研修
知
っ
て
も
ら
い
、
組
織
的
募
集
基
盤
の
更
な
る
拡
充
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

は
「
女
性
自
衛
官
が
活
き
活
き
と
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
大
変
参
考
に

持
っ
て
募
集
活
動
が
出
来
る
。」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

協
」）
の
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。
本
研
修
は
、
募
連
協
の
会
員
に
部
隊
の
実
情
等
を

を
表
敬
し
、
懇
談
で
は
時
代
に
対
応
し
た
自
衛
官
の
処
遇
に
つ
い
て
総
監
が
熱
く
語

受
け
た
後
、
障
害
走
の
教
育
及
び
居
室
や
茶
室
等
の
施
設
を
見
学
し
、
参
加
者
か
ら

ら
れ
る
場
面
も
あ
り
、
参
加
者
一
同
、
皆
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

研
修
一
日
目
は
、
朝
霞
駐
屯
地
に
お
い
て
髙
田
東
部
方
面
総
監
（
元
東
京
地
本
長
）

午
後
か
ら
は
、
同
駐
屯
地
内
の
女
性
自
衛
官
教
育
隊
を
研
修
し
た
。
概
況
説
明
を

な
っ
た
。」「
女
性
自
衛
官
教
育
隊
は
凛
と
し
た
雰
囲
気
が
あ
り
、
今
後
更
に
自
信
を

を
大
観
す
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
プ
を
使
用
し
た
降
下
訓
練
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
内

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
感
激
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
は
今
後
も
募
集
相
談
員
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
各

業
務
の
目
標
達
成
に
邁
進
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

入隊予定者が豊島区長へ決意表明
本
表
敬
に
は
、
豊
島
区
危
機
管
理
監
、
区
民
部
長
ら
も
同
席
し
、
入
隊
予
定
者
及
び

官
募
集
業
務
に
対
す
る
協
力
関
係
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

東
京
地
方
協
力
本
部
豊
島
出
張
所
で
は
、
今
後
も
「
対
象
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
合
言

し
た
募
集
・
広
報
活
動
を
実
施
し
て
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
衛

名
、
自
候
生
１
名
）
及
び
ご
家
族
と
と
も
に
高
野
之
夫　

豊
島
区
長
へ
表
敬
訪
問
し
た
。

参
加
し
た
入
隊
予
定
者
は
、
豊
島
区
長
か
ら
の
激
励
を
受
け
「
立
派
な
自
衛
官
に
な

の
言
葉
が
聞
か
れ
た
。

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
豊
島
出
張
所
（
所
長　

今
井
１
陸
尉
【
当
時
】）
は
、

３
月
１
日
（
金
）
豊
島
区
役
所
に
お
い
て
、
今
年
度
入
隊
予
定
者
３
名
（
曹
候
補
生
２

る
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。」
と
入
隊
に
向
け
た
決
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

ご
家
族
を
激
励
し
た
。

ご
家
族
か
ら
も
「
貴
重
な
場
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
有
り
難
く
感
じ
ま
す
。」
と
感
謝

葉
に
志
願
か
ら
入
隊
ま
で
懇
切
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
と
密
着

ロープを使用した降下訓練

東部方面総監表敬

入隊予定者が豊島区長へ決意表明　31.3.1

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
荒
井
陸
将
補
）
は
２
月
21
日
か
ら

ま
で
の
２
日
間
、
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
募
集
相
談
員
連
絡
協
議
会
（「
募
連

研
修
二
日
目
は
、
相
馬
原
駐
屯
地
に
お
い
て
第
12
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
等
を
研
修
し

た
。
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ｃ
Ｈ―

47
の
体
験
搭
乗
に
よ
り
群
馬
県
中
部
地
域
の
地
形

か
ら
見
学
し
た
参
加
者
は
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、
第
12
旅
団
の
練
度
の
高

22
日


